
補
助
金
交
付
回
数

　
昨
年
度
か
ら
、
大
会
出
場
に
対
す

る
同
一
年
度
内
に
お
け
る
同
一
補
助

対
象
者
へ
の
交
付
回
数
を
２
回
ま
で

に
制
限
し
て
い
ま
す
。

　
た
だ
し
、
今
年
度
末
の
年
齢
が
満

20
歳
以
下
の
対
象
者
と
海
外
で
開

催
さ
れ
る
大
会
は
こ
の
制
限
の
対
象

外
で
す
。

〜
人
材
育
成
を
目
的
に
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
〜

　

ふ
る
さ
と
創
生
基
金
事
業

ま
ち
づ
く
り
事
業

　
　
提
案
認
定
第
６
号
決
定

（株）セイブクリーン　坂井代表取締役（中央）

　
人
材
育
成
を
目
的
に
次
の
事
業
に
参
加
す
る
人
の
経
費
の
一
部

を
補
助
し
ま
す
。対
象
は
、市
内
に
住
所
を
有
す
る
人
と
団
体
で
す
。

な
お
、
市
税
な
ど
の
滞
納
の
あ
る
世
帯

の
人
、
市
か
ら
補
助
を
受
け
て
い
る
団

体
は
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

ス
ポ
ー
ツ
や
文
化
活
動
な
ど
で

各
種
大
会
に
参
加
し
た
場
合

　
県
外
で
開
催
さ
れ
る
ス
ポ
ー

ツ
、
文
化
、
教
育
そ
の
他
の
大
会

に
出
場
し
た
場
合
で
、
県
や
地
域

の
予
選
会
に
出
場
し
、
上
位
大
会

出
場
の
権
利
を
得
た
人
、
ま
た
は

高
等
学
校
・
大
学
連
盟
、
県
レ
ベ

ル
以
上
の
協
会
の
推
薦
を
受
け
た

人
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

※

小
中
学
校
の
児
童
生
徒
が
部

活
動
の
範
囲
で
小
・
中
体
連
主

催
の
各
種
大
会
な
ど
に
参
加

し
た
場
合
に
限
っ
て
は
、
学
校

教
育
課
☎（
２
４
２
）１
２
３
０

で
対
応
し
ま
す
。

●
補
助
金
額

①
九
州
（
沖
縄
県
を
除
く
）

個
人
　
　
５
、０
０
０
円

②
①
を
除
く
国
内
　

個
人
　
１
０
、０
０
０
円
　
　

③
海
外
　

個
人
　
２
０
、０
０
０
円
　
　

●
申
請
書
類

　
補
助
金
交
付
申
請
書
の
様
式

は
提
出
先
窓
口
に
用
意
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

詳
し
く
は
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

●
申
請
期
限

　
大
会
終
了
後
、
そ
の
年
度
内
に

申
請
し
て
く
だ
さ
い
。
た
だ
し
、

大
会
終
了
が
３
月
の
場
合
は
、
大

会
終
了
後
１
カ
月
以
内
の
申
請
が

で
き
ま
す
。

●
提
出
先

　
企
画
課
企
画
広
報
班
、
西
合
志

庁
舎
総
合
窓
口
、
泉
ヶ
丘
支
所
、

須
屋
支
所

自
主
調
査
研
究
の
実
施
や

研
修
事
業
に
参
加
し
た
場
合

　
地
域
の
活
性
化
、
教
育
、
福
祉

ま
た
は
産
業
の
振
興
の
た
め
、
市

民
が
行
な
う
自
主
調
査
研
究
や
研

修
事
業
に
参
加
し
た
人
や
団
体
が

対
象
と
な
り
ま
す
。
補
助
の
可
否

と
補
助
金
額
は
、
市
総
合
政
策
審

議
会
に
諮
問
し
決
定
し
ま
す
。
詳

し
く
は
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
先

企
画
課
　
企
画
広
報
班

（
合
志
庁
舎
）

☎（
２
４
８
）
１
８
１
３

　
３
月
19
日
、
合
志
市
ま
ち
づ
く

り
事
業
提
案
制
度
の
第
６
号
と
な

る
事
業
認
定
証
の
交
付
を
行
な
い

ま
し
た
。

●
事
業
名

「
ゴ
ミ
量
デ
ー
タ
」
の
環
境
政

策
へ
の
活
用
事
業

●
提
案
者

株
式
会
社
セ
イ
ブ
ク
リ
ー
ン

代
表
取
締
役

坂
井
さ
ゆ
り
さ
ん

●
事
業
内
容

　
株
式
会
社
セ
イ
ブ
ク
リ
ー
ン
が
、

業
務
改
善
と
コ
ス
ト
削
減
な
ど
を

目
的
と
し
て
導
入
す
る
シ
ス
テ
ム

か
ら
得
ら
れ
る
各
種
デ
ー
タ
を
、

市
環
境
政
策
へ
と
活
用
し
て
い
く

事
業
で
す
。
こ
の
シ
ス
テ
ム
は
、

こ
れ
ま
で
ア
ナ
ロ
グ
だ
っ
た
ご
み

収
集
業
務
の
各
種
情
報
を
、Ｉ
Ｔ

を
活
用
し
デ
ジ
タ
ル
化
す
る
も
の

で
、
事
務
負
担
の
軽
減
や
収
集

ル
ー
ト
の
見
直
し
を
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

  

具
体
的
に
は
、
基
幹
シ
ス
テ
ム

と
連
動
し
た
モ
バ
イ
ル
の
現
場
導

入
や
収
集
車
へ
の
Ｇ
Ｐ
Ｓ
設
置
な

ど
に
よ
り
、
現
場
の
状
況
を
リ
ア

ル
タ
イ
ム
に
一
括
管
理
し
事
務
の

効
率
化
と
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上

を
目
指
し
て
い
く
も
の
で
す
。

　
市
で
は
、
こ
の
デ
ー
タ
提
供
に

よ
り
、
ど
の
エ
リ
ア
に
ど
れ
だ
け

の
ご
み
の
量
が
出
て
い
る
か
な
ど

を
現
状
把
握
す
る
こ
と
で
改
善
点

を
見
出
し
、
ゴ
ミ
減
量
化
に
向
け

た
取
り
組
み
を
進
め
て
い
き
ま

す
。

　
ま
た
、
違
反
ゴ
ミ
へ
の
迅
速
な

対
応
や
、
さ
ら
に
は
ゴ
ミ
減
量
活

動
や
エ
コ
活
動
に
対
す
る
市
民
へ

の
還
元
シ
ス
テ
ム
の
構
築
、
例
え

ば
、
エ
コ
ポ
イ
ン
ト
制
度
な
ど
の

可
能
性
も
検
討
し
て
い
き
ま
す
。
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燃
や
す
ご
み
の
量
を

お
知
ら
せ
し
ま
す

微
小
粒
子
状
物
質
（
Ｐ
Ｍ
２
．５
）

に
ご
注
意
く
だ
さ
い

食
中
毒
に
注
意
し
ま
し
ょ
う

　
Ｐ
Ｍ
２
．５
は
、
大
気
中
に
漂
う

直
径
２
．５
マ
イ
ク
ロ
メ
ー
ト
ル
以

下
の
物
質
で
、
粒
子
が
小
さ
い
こ

と
か
ら
肺
の
奥
深
く
ま
で
入
り
や

す
く
、
健
康
へ
の
影
響
が
懸
念
さ

れ
て
い
ま
す
。

●
注
意
喚
起

　
県
で
は
午
前
５
時
、
６
時
、
７

時
の
３
時
間
平
均
値
が
１
立
方

メ
ー
ト
ル
当
た
り
85
マ
イ
ク
ロ
グ

ラ
ム
ま
た
は
、
１
日
当
た
り
の
平

均
値
が
１
立
方
メ
ー
ト
ル
当
た
り

70
マ
イ
ク
ロ
グ
ラ
ム
を
超
え
る
と

予
想
さ
れ
る
場
合
に
注
意
喚
起
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

●
注
意
喚
起
が
さ
れ
た
場
合
の
対
応

・
不
要
不
急
の
外
出
は
控
え
る
。

・
屋
外
で
の
激
し
い
運
動
は
で
き

る
だ
け
減
ら
す
。

・
外
出
時
は
マ
ス
ク
を
適
切
に
着

用
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

・
室
内
の
換
気
は
必
要
最
小
限
に

す
る
。

・
洗
濯
物
は
室
内
に
干
す
。

・
県
と
熊
本
市
が
公
表
す
る
速
報

値
を
注
視
す
る
。

●
大
気
環
境
情
報
メ
ー
ル
配
信

　
Ｐ
Ｍ
２
．５
な
ど
の
注
意
喚
起
を

実
施
・
解
除
し
た
と
き
に
メ
ー
ル

を
配
信
し
ま
す
。
メ
ー
ル
配
信
を

希
望
す
る
人
は
、
県
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
登
録
し
て
く
だ
さ
い
。

県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w
w
.pref.kum

am
oto.jp/

soshiki/43/kankyoutaikiosen.htm
l

　
運
動
会
や
ハ
イ
キ
ン
グ
な
ど
、イ

ベ
ン
ト
が
多
い
季
節
に
な
り
ま
し

た
。
気
温
が
高
く
な
る
と
食
中
毒

が
起
こ
り
や
す
く
な
り
ま
す
。
食

品
の
衛
生
的
な
取
り
扱
い
を
心
掛

け
ま
し
ょ
う
。
特
に
生
肉
に
は
食

中
毒
菌
が
付
い
て
い
る
恐
れ
が
あ

り
ま
す
の
で
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

●
家
庭
で
で
き
る
食
中
毒
予
防
の

ポ
イ
ン
ト

・
肉
、
魚
、
野
菜
な
ど
の
生
鮮
食

品
は
新
鮮
な
物
を
選
ん
で
、
消

費
期
限
な
ど
を
確
認
し
、
購
入

し
ま
し
ょ
う
。

・
肉
や
魚
な
ど
は
、
ビ
ニ
ー
ル
袋

や
容
器
に
入
れ
、
冷
蔵
庫
の
中

の
他
の
食
品
に
肉
汁
な
ど
が
か

か
ら
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
。
ま
た
、
取
り
扱
う
前
と
後

に
必
ず
手
指
を
洗
い
ま
し
ょ

う
。
せ
っ
け
ん
を
使
い
洗
っ
た

後
、
流
水
で
十
分
に
洗
い
流
す

こ
と
が
大
切
で
す
。
簡
単
な
こ

と
で
す
が
、
細
菌
汚
染
を
防
ぐ

良
い
方
法
で
す
。

・
生
の
肉
や
魚
を
切
っ
た
後
、
洗

わ
ず
に
そ
の
包
丁
や
ま
な
板

で
、
果
物
や
野
菜
な
ど
生
で
食

べ
る
食
品
や
調
理
の
終
わ
っ
た

食
品
を
切
る
こ
と
は
や
め
ま

し
ょ
う
。

・
加
熱
し
て
調
理
す
る
食
品
は
十

分
に
加
熱
し
ま
し
ょ
う
。

・
調
理
前
の
食
品
や
調
理
後
の
食

品
は
、
室
温
に
長
く
放
置
し
て

は
い
け
ま
せ
ん
。
例
え
ば
、
Ｏ

１
５
７
は
室
温
で
も
15
〜
20
分

で
２
倍
に
増
え
ま
す
。

●
ご
み
減
量
の
ポ
イ
ン
ト

　「
料
理
を
作
り
す
ぎ
て
、
残
し

て
捨
て
て
し
ま
っ
た
」「
食
品
が
安

か
っ
た
の
で
大
量
に
購
入
し
た
が
、

消
費
期
限
が
過
ぎ
た
の
で
捨
て
て

し
ま
っ
た
」
と
い
う
こ
と
が
あ
り

ま
せ
ん
か
。
で
も
、
ち
ょ
っ
と
し

た
工
夫
で
ご
み
を
減
ら
す
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　
料
理
は
食
べ
き
れ
る
量
を
作

り
、
残
っ
て
し
ま
っ
た
ら
冷
凍
保

存
す
れ
ば
長
持
ち
し
ま
す
。
食
品

の
買
い
す
ぎ
や
ま
と
め
買
い
は
ご

み
を
増
や
す
原
因
に
な
り
ま
す
。

　
ご
み
に
な
る
も
の
を
購
入
し
な

い
こ
と
で
、
ご
み
の
減
量
に
簡
単

に
取
り
組
め
、
家
計
の
助
け
に
も

な
り
ま
す
。

E N V I R O N M E N T

環 境 通 信
問い合わせ先　 環境衛生課（合志庁舎） ☎248-1202

家庭から出る燃やすごみの量

平成24年度4月～２月は465ｇ

平成23年度
（４月～2月）

平成25年度
（４月～2月）

461ｇ 5ｇ増 466ｇ

（一人１日当たり）

※ごみ排出量については、東部清掃工場に収集車で
搬入されるごみと直接搬入されるごみの量です。
可燃性粗大ごみは含んでいません。

（１ｇは、１円玉 １枚分です）
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